
令和７年度　社会福祉法人大熊町社会福祉協議会　事業報告

（令和７年４月１日から令和８年３月31日まで）

（注記）本報告中「前年比」欄は、前年度末実績との比較増減を表す。

１．定款の変更について　　本年度該当なし

２．登記について

（１）変更登記に関わるもの

３．理事会及び評議員会の状況

（１）理事会の開催状況
開催月日 出席状況 主な内容

5月28日 理事８名、監事２名 報告２件、議案６件（６年度決算、評議員推薦など）

6月18日 理事10名、監事２名 議案３件（正副会長選定、評議員選任委員選任など）

9月30日 理事10名、監事２名 報告２件、議案11件（規程変更、補正予算など）

12月16日 理事９名、監事２名 報告２件、議案６件（町民支援方針、評議員推薦など）

3月18日 理事９名、監事２名 報告３件、議案12件（８年度計画予算、事務局長選任など）

（２）評議員会の開催状況
開催月日 出席状況 主な内容

6月18日 評議員19名、会長、監事２名 議案３件（６年度決算、役員選任）
10月17日※ 評議員22名 議案１件（補正予算）
12月25日※ 評議員22名 議案１件（補正予算）

3月18日 評議員20名、会長、監事２名 議案４件（会員規程変更、８年度計画予算、補正予算）

※　書面表決につき、決議があったものとみなされる日

（３）役員及び評議員の異動状況　※「辞任等」および「選任」の欄の人員数は、一斉改選に伴う再任者は除く

9名以上12名以内

2名

21名以上25名以内

４．監査等の実施状況

（１）監査の実施状況
実施月日 内　　容 実施結果 出席状況

5月13日 監事監査（令和６年度決算） 指摘事項なし 監事２名、職員10名

11月5日 監事監査（令和７年度中間） 指摘事項なし 監事２名、職員10名

12月5日 福島県法人指導監査 監事２名、職員３名

（２）会計指導の実施（依頼先：公認会計士　帖佐文夫氏）
内　　容 実施結果

令和６年度決算に係る任意監査 指摘事項なし

令和７年度決算見込に係る任意監査 指摘事項なし

５．委員会等の開催状況
出欠状況 内　　容

（１）評議員選任・解任委員会

委員５名 評議員22名の選任

委員４名 評議員３名の選任

（２）苦情解決委員会　※実績なしにつき不開催

（３）社会福祉事業基金運営管理委員会

委員　４名 ７年度使途の報告、８年度活用予定の確認

年月日 内　　容 登記事項

6月27日 「代表者」変更 会長　　吉田　淳　※重任

備考（定数）

理　事 9 0 1 10

職　名 当初人数 辞任等 選任

6月27日 「資産の総額」変更 50,074,764円（令和７年３月31日現在）

現員数

0 2

評議員 21 5 6 22

監　事 2 0

3月11日

開催月日

5月28日

実施月日

3月19日

5月7日

12月16日

改善事項１件※、指導事項２件
※理事会招集手続き省略の対応に関して
　→令和７年12月24日付けで改善報告完了
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６．生活支援事業の推進

（１）生活支援相談員事業

①個別支援（訪問活動）

支援対象者数 ※1
うち訪問等対象※2

支援対象世帯数※1
うち訪問等対象※2

年間支援計画回数(A)
総支援回数(B)=(C)+(D)

執行率(B/A)

うち訪問(C)

面会件数

不在件数

うち電話※3(D)

相談者(世帯)数※3

訪問

来所

電話

相談受付件数※3

日常生活

健康医療

介護

家族

制度

金銭問題

法律

就労

住居

放射能問題

その他

関係機関への連絡件数

コールセンター受付状況

ダイレクトメール対応

※1　支援対象者（世帯）数は町民のうち本事業要綱に基づく対象人数（世帯）を記載している。

※2　※1のうち、重点的な支援方針に基づき、見守り等の支援が必要とされる人（世帯）を記載している。

※3　相談者数および相談受付件数は、複数の相談内容があるため、合計が一致しない。

②－１　地域支援・サロン活動（運営支援含む）
地区 開催場所 回数 参加者数 前年比 備　　考

大　熊 ＋ 10 町内開催分（６月より毎月２回開催）

いわき △ 6 内、他社協合同２回

中通り ＋ 58 郡山市社協（５カ所）

(＋95)

会　津 ＋ 25

合　計 ＋ 87

（＋95）

②－２　地域支援・社協連携避難者支援センターへの参画

＋ 749

135

(498)

129

125

16519

12

38

(264)

19

88

(264)

680

387 7,299 ＋ 52

地　区 大　熊 いわき 中通り 会　津 合　計 前年比

1,570 4,310

1,430 413 417 2,940

・いわき：　週５日、職員（避難者地域支援コーディネータ）派遣。いわき市内復興公営住宅団
　　　　　地に入居する町民が、立地する地区においてコミュニティ形成や生活課題に対する支
　　　　　援が受けられるよう、団地自治会の運営支援や地元関係者との関係性構築支援など、
　　　　　団地の特性に応じて支援展開している。

・郡　山：　週２日職員派遣。郡山市内に居住する住民に対して、避難元自治体に関わらず協働
　　　　　で訪問活動を実施、また各団地の支援マップを作成して課題を共有することで、迅速
　　　　　に対応する支援体制を構築した。加えて、避難者地域支援コーディネーターと連携し
　　　　　て地域支援の充実を図った。

1,032

282 459 115 39 895 △ 254

△ 1,200

1,022 1,808 488 176 3,494 ＋ 81

396 604 159 55 1,214

△ 4

1,084 1,664 562 476 3,786 ＋ 553

987 1,680 500 480 3,647

1,160 2,435 583 490 4,668 ＋ 852

117.5% 144.9% 116.6% 102.1% 128.0% 127.9%

234 149 59 846 △ 195

76 771 21 14 882 ＋ 299

404

85 33 12 8 138 ＋ 6

100 0 0 0 100

△ 14

38 7 0 4 49 ＋ 14

13 11 5 1 30

17 8 6 3 34 ＋ 9

＋ 6

47 5 2 2 56 ＋ 0

34 15 7 3 59

＋ 713910123384

＋ 2

0 2 0 0 2 ＋ 1

10 8 0 0 18

＋ 0

3 6 4 3 16 △ 1

0 2 0 1 3

＋ 0

2 0 0 0 2 ＋ 0

0 0 0 0 0

△ 1

0 0 0 0 0 ＋ 0

0 2 0 1 3

△ 35 0 0 0 5

＋ 19

— 35 - - 35 △ 20

136 30 6 8 180

△ 20

復興公営住宅（年貢、古川、白虎、城北）
会津若松市文化センター

（運営支援以外に実施された避難先社協サロン町民参加状況）
郡山（５カ所）、福島市、白河市、大玉村、三春町

(498)

554

(9)

18

5

(9)

5

7

1

(

形
態)

(

内
容)
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（２）生活支援体制整備事業
内　　容 回数 備　　考

くまの手ねっと情報交換会（協議体） ６回

買い物バスツアー ２回 町民ニーズを基に相馬市、いわき市へ行った。参加者延べ14名。

町内コミュニティ事業等への出席 ７回

他自治体等との事業に関する情報交換会 ２回 相双地区１、浪江・富岡・大熊１

通いの場提供に関する取材 １回 町内店舗の有効活用に関して、取材を行った。

※研修会等出席状況は10-2参照

（３）在宅福祉サービス事業及び高齢者等サポート拠点事業

①－１外出支援サービス事業

①－２貸出車輌実績

②配食サービス事業

（４）交流会等事業
内　容 回　数 参加者数 前年比 備　　考

①交流事業（町内および全方部合同）

体力測定会（町内事業） ＋ 4 町・linkる大熊との共催

天保そば交流会（合同事業、山形市） ＋ 2 天保そば保存会の協力

ミニコンサート ＋ 16 音だまくらぶの協力

②避難者支援事業（いわき地区）

ニュースポーツ大会 △ 4

＋ 3
内、介護タクシー業者委託91件
内、廃止４名

中通り 1 0 ＋ 0 新規登録も、家族支援により利用なく廃止となった。

会　津 3 14 ＋ 14 内、廃止１名

合　計 39 352 ＋ 25

地　区 貸出件数 前年比 備　　考

いわき 0

地　区 登録者数 利用延べ件数 前年比 備　　考

いわき 20 181

町内有志イベントや関係機関主催事業への参加を通じて、町
民のニーズ把握や支援者間の関係作りを行った。

町等の関係機関と、地域課題等の共有およびその解決
方針を協議し、具体的な対応を図った。

大　熊 15 157 ＋ 8 内、廃止５名

＋ 0

地　区 登録者数 配達延べ数 前年比 備　　考

大　熊 22 1,586 △ 802 町内12＋南相馬６／内、廃止９名

いわき 43 5,557 △ 26 内、廃止７名

中通り 4 204 △ 345 内、廃止２名

会　津 8 684 △ 359 内、廃止２名

合　計 77 8,031 △ 1,532

町老連及びいわき市内コミュニティ団
体と実行委員会を組織して開催671

16

59

20

1

1

2

3



７．社協活動の情報提供

URL：https://okuma-shakyo.or.jp/

若年層をメインターゲットに開設。フォロワー数106名（復興支援員対応）

８．社協が担う福祉関連事業

（１）日常生活自立支援事業（あんしんサポート）
相談等件数 前年比 うち契約後援助 前年比 契約者数 前年比 備　　考

＋ 0 新規１名、解約１名

（２）生活資金の貸付事業

・相談、問合せ件数　　10件（内、生活援助資金３、生活福祉資金７）

①生活援助資金貸付事業
件数(人)

②生活福祉資金貸付事業
資金種別 新規(人) 貸付額(円) 返済(人) 返済額(円) 償還中(人) 未償還額(円)

（旧）災害援護資金 - -

福祉費・緊急小口
コロナ特例・緊急小口　※ - -
コロナ特例・総合支援　※ - - 実員数８名

※　本特例制度開始当初からの累積額

（３）生活困窮者に対する食料支給支援事業　１件（町内１世帯１名分）

（４）生活支援ボランティアセンター「つながっぺおおくま」の運営
①－１　ボランティア登録者数　32名（＋11名）（内訳：町内20、他県内11、県外１）

①－２　登録者活動状況　３件５名（草刈り、芋煮会調理補助、シャトルバス運転）

②ボランティアセンター活動事業
開催月日 内　　容 参加者数 備　考

９．各種福祉団体に対する支援協力

・各種団体における募金等の実績
実績額(円)

・本会が事務局を担う福祉関係団体（民生児童委員協議会、老人クラブ連合会、遺族会）の
　運営支援を図った。

・主に町内で活動する町民有志の団体等からの要請に応じて、情報提供や助言、関係機関と
　の顔つなぎ、広報協力などの支援を行った。

件　数

△ 97,000 日赤県支部振込分含む

13,523,340

100,000

募金名

116 3△ 96112△ 127

ホームページ

Instagram

媒　体 内　　容

広　報　紙
毎月15日、年度内６回発行。町広報同封や町内施設への掲出により広く配布を図った。
広報担当者会議を開催し、魅力向上に向けた話し合いを行った。（１回）

金額（円） 備　　考

3

3

前年度末未償還

償　　　還 191,000 内完済２件（前年度分２）5

185,000

貸　　　付 250,000

4

5,676,660

1,333,436

318,543

166,601

11

9

2

1

1

当年度末未償還 244,000

6,015,941

9,330

0

31

35

2

0

＋ 29,284 10月から翌年３月まで実施

歳末たすけあい募金 19 ＋ 54,380 10月から12月まで実施

6月5日 ゆめの森職員・生徒52名含む

講師：日本赤十字社福島県支部17

114

前年比 備　　考

日赤社員増強運動 23

赤い羽根共同募金運動 23

209,594

351,402

162,000

防災訓練

ボランティア養成講座

ボランティア養成講座

2月25日

10月23日

ボランティア意識の醸成について

地域共生とボランティアの関係について

施設の防災訓練も合同開催12

6

910月18日

11月7日 クリーン作戦 128 ゆめの森職員・生徒65名含む

1月27日 HUG（避難所運営ゲーム） 27 ゆめの森職員・生徒12名含む

防災教室

クリーン作戦

8月4日
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10．組織体制や事業運営の強化

（１）会議等開催・出席状況（主なもの）

①本会内部会議（法人運営に関する重要なもの）
開催場所

4月 21日 各事務所ほか

6月 18日 庁舎内

7月 24日 各事務所ほか

②行政主催

③福島県社会福祉協議会等主催
内　　容

（２）研修等出席状況
内　　容

2月
5日 ソーシャルワーク研修会 郡山市 １名

10日 ボランティア・福祉教育担当者研修 大熊町 １名

12月 10日 苦情解決責任者・第三者委員研修会 郡山市 １名

17日 福島県社会福祉協議会ボランティア活動推進委員会 福島市 １名

10月
16～17日 市町村社協職員研修チームリーダー編 福島市 １名
21～22日 コミュニティソーシャルワーク研修 福島市 延べ２回２名

5月

備　　考

web開催

2日

27日 双葉地方社協職員連絡会 富岡町 ２名

1月
26日 避難者生活再建システムに伴う機能改修及び説明会 web開催 19名

27日 郡山地区避難者避難者見守り連携会議 郡山市 ４名

下北迫復興公営住宅見守り連携会議

25日 富岡町

三春地区避難者見守り連携会議 三春町 延べ２回５名

3日 社会福祉法人簿記講座 郡山市 延べ５回５名

成年後見制度利用促進体制整備に関する研修会 web開催 ２名

郡山市災害時における社協マネジメント研修 １名

13日

富岡町ほか 延べ３回15名支援区分の見直しに関する説明会

5月
29日 市町村社会福祉協議会事務局長等会議 郡山市 １名

web開催 １名

4月

26日 双葉郡内障害者支援に係る打合せ 役場本庁舎

役場本庁舎23日

開催場所

延べ５回５名

役場本庁舎 延べ３回６名

安全運転管理者講習 いわき市 １名

１名

郡山市 １名

広報力アップ研修

市町村社会福祉協議会生活支援相談員基礎研修

延べ４回４名

町村社会福祉協議会連絡協議会会長会・局長会（全体会）
社会福祉トップセミナー及び地域福祉セミナー 郡山市 ４名

福島県被災者見守り・相談支援調整会議

南相馬市復興公営住宅見守り連携会議 南相馬市

会津地区避難者見守り連携会議 会津若松市 延べ２回７名

開催月日 内　　容 出席状況

業務運営会議 延べ12回23名

災害ボランティアに関する市町村及び市町村社協担当者会議

２名相双・いわき地区見守り支援調整会議

1日

社協連携避難者支援センターいわき連絡会 いわき市

4日 社協連携避難者支援センター郡山活動報告会議等 郡山市 ２名

富岡町

開催場所

18日

開催月日

3日

県北・県中・県南・会津地区被災者見守り相談支援調整会議 郡山市 ４名

1～2日

1日 郡山市 ２名

県社協 １名

27日 web開催 ２名

9月

延べ３回６名

8日 web開催 延べ２回５名

29日 郡山市 延べ４回33名

延べ３回６名

10日

12日

16日

25日

23日 南相馬市 延べ２回２名市町村社協連絡協議会事務局長　相双地区連絡会

11日 広野町 延べ３回５名

24日 郡山市 ３名

フォローアップ支援推進研修

21日

官民連絡会議

4月

5月

6月

6月

8月

いわき市 １名
11月

10日 避難者地域支援コーディネーター連絡会議 郡山市 ２名
3月

延べ２回14名支援対象者及び支援区分の見直しに関する説明会

いわき市 延べ６回15名

地域ケア会議

所属長会議 延べ４回12名、内副会長同席１回

市町村社協生活支援相談員等テーマ別研修会

あんしんサポート業務説明会新任担当者研修

協働型災害ボランティアセンター運営研修

16～17日

7月

8月

5日

17日

7月

20日 日常生活自立支援事業　第1回事務手続き検討会議

16日 避難者支援センターいわき情報共有会議等

23日

開催月日

6月

13日 いわき・郡山地区担当避難者地域支援コーディネーター会議

出席状況

内　　容開催月日 開催場所 出席状況

理事会における事業進捗説明及び意見交換 延べ２回９名
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（３）社会福祉事業基金の充実・活用

①基金の増減及び残高
前年度末残高 増加(組入)額 減少(取崩)額 本年度末残高 備　考

42,890,000 540,000 1,670,000 41,760,000 寄附金を原資に組入(委細計算書類）

②基金活用事業等
事業等 内　容 充当額

職員資格取得助成制度 270,000

日赤救援車輌更新業務 690,000

交流事業 390,000

避難者支援事業 210,000

生活困窮者食料支給事業 10,000

町内サロン等活動 100,000

合　計 1,670,000

　職員の資質向上等を目的に、福祉関連の資格取得に
係る経費を助成する。延べ４名に対して、社会福祉主
事任用資格講座の集合研修参加に係る旅費、および社
会福祉士登録諸経費を支給した。

　絆維持などを目的に、本会主催の町内および全方部
合同の交流会等の開催経費の財源として活用した。
（６．(４)．①のとおり）

　町から受託するサロン活動経費のうち、受託金措置
対象外であるサロン参加者および施設利用者向け飲食
関連経費の財源として活用する。

　避難先でのコミュニティ維持などを目的に、いわき
市内で開催する本会主催交流会の開催経費の財源とし
て活用した。（６．(４)．②のとおり）

　本会独自事業である左記事業において、配布用食料
品等購入の財源として活用した。

　日本赤十字社から配備されている災害救援車輌の経
年劣化による更新費用のうち、日赤福島県支部交付金
及び町分区負担額の差引残額を、経常使用する本会か
ら拠出した。
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